
受付順 各部の主要事業 所管課 意⾒ 令和６年度当初予算における対応状況及び市の考え⽅・今後の⽅針
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以前、市議会議員の⼈数が⼈⼝に対し過多であると知りました。財源としてはそちらを適正化し、捻出することが出来ると思います。
出来ることがあるのに出来ないというのではなく、無駄なことに対してはすぐに辞める勇気を持ってサクサクとスピード感のある市政をお願いしま
す。
駅前の宣言板も別に要らなかったと思います。子育て日本一と感じていませんので。
無駄な費⽤だと感じますし、子育て⾯に魅⼒を感じていません。
数年前に転⼊してきましたが、聞いていたより子育て⾯は充実していないなとずっと感じていました。
今回の件に関しても、困っている家庭が多い事に対しての助成ならば、ぜひ続けてほしいと思います。
今子供が複数いて両親とも働いていますが何をするにも余裕がなく貯蓄など全くできない状態です。
給⾷費、所得に余裕があれば全く問題なく払いますが正直⾊々削らなければ⽣活の不安が消えず、習い事や経験、教育費など未来の子
供達の夢の可能性を模索することすら出来なくなってしまいます。
今、郊外⼾建の動きが鈍っているようですが、北本は転⼊先に選ばれる魅⼒が少ないので、このままでは先細っていく未来しか⾒えず残念
な気持ちでいます。
快適に子育てが出来ると思い転⼊してきた⽅は多くいると思うので、子育て日本一の一環として働く親の意⾒をぜひ聞いてください。

学校給⾷費の無償化は、子育ての不安要因となる教育費の負
担軽減策として有効なものと考えられますが、市の財政状況を踏
まえ、国の補助⾦等を活⽤して可能な限り保護者の負担軽減を
実施していきます。
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来年度予算において、⼩学校、中学校の給⾷費を無償の予算が計上されていること、⼤変⼼強く受けとめています。
子育てしやすいまちづくりの推進を基本⽅針にうたっている北本市です。
子どもたちが夢や希望をもって健全に学校⽣活を送る上で⼤変⼤切な事業と考えます。
引き続き継続してくださることを、⼼よりお願い申し上げます。

学校給⾷費の無償化は、子育ての不安要因となる教育費の負
担軽減策として有効なものと考えられますが、市の財政状況を踏
まえ、国の補助⾦等を活⽤して可能な限り保護者の負担軽減を
実施していきます。

令和６年度当初予算（一般会計）各部予算要求の状況に対する意⾒への回答
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